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1. はじめに 

群馬県・福島県・栃木県などでは，ニホンジカの増加による食害被害が問題となっている。特に，尾瀬ヶ

原では希少な植物に対する食害被害が問題となっており，ニホンジカの捕獲強化が求められている。尾瀬ヶ

原では既存の研究により，UAV（Unmanned Aerial Vehicle）空撮によりライトセンサスよりも広範囲のシカの検

出が可能であることが示されている（牧ら 2020）。また，UAV による大量のデータを効率よく解析するために

AI（Artificial Intelligence）（Haitao et al. 2023，Povlsen et al. 2024）が活用されている。 
そこで本研究では，UAV を用いたサーモ撮影によるサーモ画像を AI を用いて解析することで，尾瀬ヶ原

の湿原に出没するニホンジカの個体数と検出位置を効率的に把握し，頭数把握の範囲拡大と精度向上に

貢献することを目的としている。 
 

2. 方法 

調査は，図 1 に示す手順で実施した。表 1 に示す

機材および条件で夜間に UAV サーモグラフィカメラ

による直下動画撮影を実施し，動画からフレームを抽

出し画像を作成した。作成した画像に対して物体検

出を実施し，図 2 に示すようにニホンジカを検出した。 
動画から作成した画像には，位置情報が付与され

ていないため，UAV のフライトレコードより位置情報と

UAV の撮影方位を撮影時間で同期し，ニホンジカの

検出位置座標を算出した。 
 
 

表 1 使用機材および計測条件 
項目 内容 
UAV DJI Mavic 2 Enterprise Advance 

飛行高度 60m（地上画素寸法：7.86cm） 
サイドラップ率 0%（コース間隔：50.3m） 

撮影形式 動画（mp4 形式） 
解像度 640×512@30fps 

撮影開始時刻 21:00 
 
 
 

3. 結果と考察 

シカが撮影されている画像を目視確認した結果と物体検出した結果を表 2 に示す。再現率は 64.3%とな

り，目視確認では 109 頭のシカが撮影されていることを確認したが，AI では 88 頭のシカが検出されており，

その中の正解数は 64 頭であった。この検出精度は，学習データを増やすことで大幅に向上すると考えられ

る。また，シカの検出位置を図 3 に示す。この図から，シカが河川付近に多く存在するなどの傾向が確認で

きる。 
このことから本研究を活用することで，ライトセンサスでは把握できない木道から離れた場所のニホンジカ

についても把握することができ，頭数把握の範囲拡大と精度向上に貢献することができると考えられる。 
  

図 1. 解析フロー. 

図 2. 物体検出の

例. 



表 2. 目視確認結果と AI による物体検出結果の比較. 

項目 値 
シカが存在する画像で検出された（正解）画像数（TP） 45 枚 
シカが存在する画像で検出されなかった（不正解）画像数（FN） 25 枚 
再現率 64.3% 
目視確認によるシカの個体数 109 頭 
AI によるシカの個体数 88 頭 
AI によるシカの個体数の正解数 64 頭 

 

 

図 3. シカの生息位置. 
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